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【令和６(2024)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 期待以上の成果があった 

〇 A 期待どおりの成果があった 

 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

本研究は、近年注目されているペプチドシグナルが植物の成長制御に及ぼす影響について、複数のア

プローチから明らかにすることを目指している。 

（意見等） 

 複数のアプローチにより、研究代表者らが既に見つけていた植物ペプチドホルモン PSY とその受容

体 PSYR による、植物成長とストレス応答の切り替えを制御する新奇な作用メカニズムを解明した。ま

た、葉の窒素需要を根に伝える篩管移行性ペプチド CEPDL2 の発見とその作用の解明、及びそれに基づ

いた植物の窒素吸収制御機構のモデルの提唱、CEPD1/2/CEPDL2 の下流で硝酸トランスポーターNRT2.1

の活性化を担う脱リン酸化酵素の発見とそれによる硝酸吸収の仕組みの解明等、いくつかの重要な結

果が得られ、期待どおりの成果があったと評価できる。 


